
歩
行
者
天
国

●
冬
至
は
1
年
で
最
も
昼
が
短

く
、夜
が
長
い
日
で
す
。ま
た
、

か
ぼ
ち
ゃ
を
食
べ
、柚
子
湯
に

入
る
日
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。▼
か
ぼ
ち
ゃ
を
食
べ
る
の
は
、

冬
至
を
1
年
の
締
め
く
く
り
の

日
と
と
ら
え
、「
い
ろ
は
に
ほ
へ

と
」の
最
後
に
あ
た
る「
ん
」の

付
く
も
の
を
食
べ
る
の
が
良
い

と
い
う
縁
起
担
ぎ
で
す
。中
で

も
、「
か
ぼ
ち
ゃ（
南
瓜
：
な
ん

き
ん
）」「
人
参
」「
蓮
根
」「
銀

杏
」「
金
柑
」「
寒
天
」「
う
ん

ど
ん（
う
ど
ん
）
」
の
「
ん
」
が

重
な
る
食
べ
物
は
、「
冬
至
の

七
種（
な
な
く
さ
）」と
呼
ば
れ
、

特
に
縁
起
が
良
い
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
。▼一
方
で
冬
至
は
太
陽

の
力
が
一
番
弱
ま
っ
た
日
で
、こ

の
日
を
境
に
再
び
力
が
甦
っ
て

く
る
こ
と
か
ら
、太
陽
が
生
ま

れ
変
わ
る
日
と
と
ら
え
、古
く

か
ら
世
界
各
地
で
冬
至
の
祝
祭

が
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

日
本
や
中
国
で
は
、こ
の
日
は

陰
の
極
み
で
、翌
日
か
ら
再
び

陽
に
か
え
る
と
考
え
ら
れ
て
き

ま
し
た
。そ
れ
を
「
一
陽
来
復
」

と
い
い
、こ
の
日
を
境
に
運
が

向
く
と
さ
れ
て
い
ま
す
。▼

2
0
2
0
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
で
ど
こ
も
大
変
な
1
年
と
な

り
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
ど
こ

で
も
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
日
常
に

戻
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、日
本
で
も
2
月
頃
よ
り
始

ま
っ
た
C
O
V
I
D‐19
コ
ロ
ナ
感
染
に
始
ま
り
、最
大
の
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
延
期
と
な
り
、暗
い
ニュ
ー
ス

が
多
か
っ
た
一年
で
し
た
。経
済
と
の
両
立
の
た
め
、少
し
ず
つ

日
常
生
活
を
取
り
戻
す
た
め
に
G
o 

t
o 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、こ
れ
に
も
制
限
が
か
か
り
、あ

と
3
週
間
弱
で
新
年
を
迎
え
よ
う
と
い
う
今
日
現
在（
文
章

作
成
中
）に
お
い
て
は
、高
知
で
の
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
過
去
最

高
の
27
人
と
の
ニュ
ー
ス
が
報
道
さ
れ
て
お
り
ま
す
。し
か
し
、

新
年
を
迎
え
る
頃
に
は
な
ん
と
か
皆
様
の
努
力
で
少
し
で
も

こ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク（
世
界
的
大
流
行
）が
制
御
さ
れ
好
転
し

て
い
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　
私
は
お
祈
り
が
大
好
き
な
の
で
、仏
壇
に
神
棚
に
と
毎
日

手
を
合
わ
せ
て
お
り
ま
す
が
、こ
れ
だ
け
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

渡
辺
和
子
さ
ん
の「
置
か
れ
た
場
所
で
咲
き
な
さ
い
」と
い
う

名
著
が
あ
り
ま
す
。過
去
に
何
度
か
手
に
取
っ
た
作
品
で
、こ

の
言
葉
の
本
来
の
内
容
は
、置
か
れ
た
場
所
に
不
平
不
満
を

持
ち
不
幸
に
な
っ
た
り
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

だ
と
私
は
理
解
し
て
い
ま
す
。現
在
の
相
手
は
C
O
V
I
D‐

19
ウ
イ
ル
ス
で
あ
り
、同
じ
意
味
と
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
が
、

現
在
の
環
境
に
負
け
ず
に
な
ん
と
か
新
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル

を
見
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
釈
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。心
に
抱
く
べ
き
力
強
い
言
葉
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。悲
観
的
な
思
い
に
明
け
暮
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で

す
。

　
く
ぼ
か
わ
病
院
で
も「
何
が
で
き
る
か
」を
病
院
の
ス
タ
ッ

フ
全
員
で
模
索
し
て
い
か
け
れ
ば
な
ら
い
と
肝
に
銘
じ
て
お

り
ま
す
。都
会
の
大
病
院
の
よ
う
な
医
療
資
源
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、知
恵
を
凝
ら
し
て
、た
と
え
手
作
り
で
も
コ
ロ
ナ
感
染

予
防
に
努
め
、日
常
診
療
に
欠
陥
が
生
じ
な
い
よ
う
に
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
し
て
、脊
椎
外
科
セ
ン

置
か
れ
た
環
境
で

咲
き
ま
し
ょ
う

　
　

く
ぼ
か
わ
病
院 

脊
椎
外
科
セ
ン
タ
ー
長

                  

副
院
長
　
木
田 

和
伸

タ
ー
で
は
、谷
俊
一名
誉
院
長
の
指
導
の
も
と
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
躍

進
し
た
医
療
を
実
践
し
て
い
き
た
い
と
奮
起
し
て
お
り
ま
す
。

置
か
れ
た
環
境
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、十
分
な
コ
ロ
ナ
対
策

を
行
い
な
が
ら
頚
椎
症
性
脊
髄
症
、腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
や

骨
粗
鬆
症
椎
体
骨
折
な
ど
の
疾
患
は
も
と
よ
り
、診
断
に
難

渋
す
る
よ
う
な
脊
椎
疾
患
に
も
取
り
組
み
慎
重
で
安
全
な

手
術
な
ど
の
治
療
を
行
って
い
く
所
存
で
す
。

　
さ
て
お
き
、こ
の
コ
ロ
ナ
感
染
流
行
と
い
う
環
境
は
、リ
モ

ー
ト（
W
e
b
）会
議
の
仕
組
み
を
確
立
し
、自
宅
で
働
け
る

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
な
る
社
会
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。こ

れ
ら
は
コ
ロ
ナ
か
ら
得
た
利
点
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。私
た

ち
個
人
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
は
と
て

も
大
切
で
す
。電
話
で
も
W
e
b
で
も
、何
ら
か
の
手
段
で

ご
家
族
や
ご
友
人
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
く
だ
さ
い
。そ
し

て
こ
の
機
会
に
い
ま
ま
で
連
絡
し
な
か
っ
た
遠
方
の
方
々
と
も

久
し
ぶ
り
に
連
絡
を
取
り
合
って
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

お
う
ち
時
間
を
大
切
に
し
て
、コ
ロ
ナ
流
行
が
も
た
ら
し
た

時
間
を
少
し
で
も
有
意
義
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
2
0
1
4
年
6
月
に
脊
椎
外
科
セ
ン
タ
ー
を
ス
タ
ー
ト
し

今
年
は
8
年
目
に
入
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
手
術
を
中
心
と
す

る
診
療
を
無
事
行
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、当
院

す
べ
て
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。こ
の
場
を
借
り

て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。今
年
私
は
還
暦
を
迎
え

ま
す
が
、心
機
一
転
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
つ
も
り
で
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、新
し
い
1
年
が
は
じ
ま
り
、ま
た
す

ぐ
に
桜
の
季
節
も
や
っ
て
き
ま
す
。ど
う
か
、皆
様
ご
自
愛
い

た
だ
き
、ご
健
康
で
ご
多
幸
な
毎
日
を
お
過
ご
し
さ
れ
る
こ

と
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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外来診察予定表

＊眼科診察時間
●午前 9：00～ 午後 4：00　　※月曜日　午後 1：00～ 午後 4：00
●人数制限があります。　受付／午後 3：00まで
●月曜日の診察日は、月 2回ですが不定期なので確認をお願いします。
●第 1土曜日は午前 9：30～診察開始です。

＊産婦人科
●毎週月曜日は午前 11：30までの受付
●第 1・3土曜日は午前 11：00までの受付

＊肝臓専門外来
●午前 9：30～診療となります。

＊リハビリ科
●月～金　午前 9：00～ 10：00　午後 3：30～ 4：00

＊整形外科
●木曜日の川添先生の診察は不定期なので確認をお願いします。
●土曜日の木田先生の診察は不定期なので確認をお願いします。
●人数制限があります。

＊皮膚科診察時間
●月・水・金　午前 9：30～ 午後 4：30
　　　　　　　受付／午前 11：30まで　午後 4：00まで
●火　・　木　午前 9：30～ 午後 12：30　※午後は問い合わせになります。
　　　　　　　受付／午前 11：30まで
　　　　　　　木曜日の診察日は不定期なので確認をお願いします。
●土　曜　日　午前 9：30～ 午後 4：00
　　　　　　　受付／午後 3：00まで　受付人数／ 30人まで

＊耳鼻科診察時間
●午前 9：00～ 午後 4：00　受付／午後 3：00まで

＊循環器内科・神経内科
●予約の方のみの診療となります。
●神経内科は毎月 1回土曜日に診察を行っています。

※全ての診療科の受け付け開始時間は午前 7：30 からになります。
※記載以外の診療時間については午前 9：00 ～ 12：00
　午後 2：00 ～ 5：00 となります。
※ご不明な点は医事課までお問い合わせください。

1

令
和
3

清
流
82

川
村
久
子

岡
村
治
郎

外科

内科（1診）

内科（2診）

内科（3診）

総合診療

肝臓専門外来

循環器科

整形外科(1診）

整形外科(2診）

整形外科(3診）

脳神経外科

乳腺専門外来

泌尿器科

麻酔科
（ペインクリニック）

眼科

皮膚科

耳鼻科

産婦人科

午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後

リハビリ科
午前
午後

月 火 水 木 金 土
濱田

高知大学医学部

高知大学医学部
高知大学医学部

高知大学医学部第1・2  高知大学医学部

高知大学医学部
大阪医科大
大阪医科大
近澤

大西

小松 小松 小松橋田 橋田川添（不定期）

担当医 担当医 担当医担当医 担当医

山﨑 井上（予約のみ） 山﨑井上（予約のみ）
山﨑 井上／深田 山﨑

山﨑（第1・3・5）山﨑／井上

志賀 志賀 志賀志賀

松本（高知大学）梶山（高知大学）
松本（高知大学）梶山（高知大学）

志賀 志賀志賀
志賀（月2回）

高知大学医学部 第1・3  高知大学医学部

志賀（不定期）
中山（月2回） 松下（高知大学） 高知大学医学部 高知大学医学部

松下（高知大学） 高知大学医学部 第1  中山高知大学医学部

近井 近井近井 近井

谷 川添 川添

斉藤 斉藤 斉藤

杉本（月2回）

川添 谷

木田 木田

斉藤

木田(不定期）

大西

濱田

大阪医科大

大阪医科大

近澤
近澤

濱田

森澤
大阪医科大
山田
山田

杉本

濱田

大阪医科大
森澤
森澤

杉本

濱田

大阪医科大

近澤

杉本
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冬は風邪、インフルエンザやノロウイルスなど、感染症の流行しやすい季節です。それに加えて今年は新型コロナウィル
スといった新しい感染症も流行しています。感染症の種類は色々でも、基本的な予防対策は同じです。キチンと予防し、
冬の季節を過ごしましょう。

冬の感染症と免疫力

　気温と湿度の低さに関係があります。ウイルスや細菌は低温・低湿度を好むため、冬は夏よりも長く生存することができ、感
染力が強くなります。加えて、空気が乾燥していると、咳やくしゃみの飛沫（ひまつ）が小さくなり、飛沫に含まれたウイルスが
より遠くまで飛ぶようになります。そのため、一度の咳やくしゃみによる感染範囲が拡大し、感染スピードもあがります。
　一方、冬は人の体も寒さのため体温が下がり、ウイルスや細菌へ対抗する免疫力が落ちます。また、夏に比べて水分摂取量が
少ないため、体内の水分量も減り、喉や気管支の粘膜が乾燥しウイルスに感染しやすい状態になるのです。

〇冬に感染症が流行りやすい理由

　免疫力が低下する原因は多岐にわたります。免疫力が低下する最もハイリスクな方が高齢者、乳幼児、妊婦です。特に高齢者
は加齢に伴い、免疫細胞が低下したり新しく作られた免疫細胞の機能が低下したりするため、免疫力が落ちます。年を重ねると
風邪をひきやすくなるのもこの加齢による免疫機能の低下が原因とされています。
また強いストレスは自律神経のバランスを崩し、免疫力の低下につながるといわれています。睡眠不足も同様に免疫力低下に
つながる原因とされています。他にも健康な方の免疫力が低下する理由として食生活の偏りや生活時間の乱れ、疲労、運動不
足、喫煙、ストレス、過度の飲酒が挙げられています。

〇免疫力が下がる原因

～免疫力を高めてウイルスや細菌の感染から身を守るために日常生活の中でできること～

１「睡眠の質を高める」質のよい睡眠は、リンパ球の増加や細胞の成長や修復、疲労の回復、自律神経を整えることにもつなが
ります。
睡眠の質を高めるためには、体内時計を整えるために出来る限り起きる時間と寝る時間を一定にする、就寝前の入浴、寝る
前に携帯電話やパソコンなどの光を浴びない、運動を取り入れるなどがあります。

２「ストレス解消と笑いを取り入れる」過剰なストレスは、自律神経のバランスを崩しやすくなります。
ストレスは溜めこまないように、話す、趣味を行う、ストレッチや軽い運動を行うなど日々の生活の中で解消していきましょ
う。また、笑うことで脳の中に鎮静作用のあるホルモン分泌が促されるなどの効果もあります。

３「体を冷やさない、温める」体温が低いと免疫細胞の働きも弱まると言われています。お風呂では湯船に浸かる、靴下やスト
ールなどを活用する、温かい飲み物を飲むなどして、温めることを意識してみましょう。

４「適度に体を動かす」体を動かすことで体温の上昇にもつながる他、自律神経バランスを整えたり、リンパ球を増やす力も高
くなります。
軽いストレッチや散歩、ウォーキング等、無理のない範囲で楽しみながら体を動かすようにしましょう。

５「１日３食、バランスの良い食事を心がける」バランスの良い食事のポイントは、下記の３つの要素が食卓に揃っているかという
ことです。
・主食…炭水化物（ご飯など）
・主菜…タンパク質(肉・魚・卵・大豆製品など)
・副菜…ビタミンやミネラル類（サラダ・煮物など）
不足しがちな栄養素を補給するために、おかずとなる副食の種類を一品増やす／野菜を増やし食事に彩りを加える（理想：
白・黒・赤・黄・緑の５色）などを意識してみてくださいね。
また、朝食は体温の上昇や基礎代謝量を上げる効果や、体内時計を整える働きもあり、免疫力を高めることにつながります。

６「腸内環境を整える」腸内の善玉菌は腸内を酸性にすることにより悪玉菌の増殖を抑え腸の運動を活発にし、病原菌による感
染の予防につながります。また、善玉菌自体を構成している物質が、免疫力を高めることも報告されています。
善玉菌を増やすため、ヨーグルト・納豆などのビフィズス菌・乳酸菌を含む発酵食品、野菜類や豆類、果物類に多く含まれてい
るオリゴ糖や食物繊維の摂取などを意識してみてください。

〇免疫力を高めるためには

免疫力が弱っていると感染しやすくなります。また、感染したときに症状が重くなってしまう恐れがあります。

「こまめな手洗い」色々な場所を触ることで、知らないうちに手にウイルスなどが付き、自分や周りの人への感染原因に
なる事があります。どんな感染症でも重要な基本の予防策は「こまめな手洗い」です。帰宅時や調理の前後、食事前などに
せっけんを使って洗いましょう。

「ウイルスの感染広げないために」湿度を保つようにすること｡加湿器を使って屋内の湿度を高めることや水分をしっ
かり摂ること､マスクで喉や鼻の湿った状態を保つことが防御するために大切です｡

「咳エチケット」咳をするときには口と鼻を押さえ､人から1ｍ以上離れること､その時の手はすぐに洗うこと､これで飛沫
感染､接触感染を防ぐことになります｡

〇感染を防ぐために

【インフルエンザ】
インフルエンザウイルスを病原とする気道感染症です。
インフルエンザでは、咳やのどの痛みなどの呼吸器の症状だけでなく、高熱、全身のだるさ（倦怠感）、食欲不振などの全身症
状が強く、しばしば、頭痛や関節痛・筋肉痛など呼吸器以外の症状を伴います。
合併症として、気管支炎、肺炎、中耳炎などがみられます。重大な合併症には急性脳症（インフルエンザ脳症）や重症肺炎があ
ります。
もし、インフルエンザが疑われる症状に気づいたら、できるだけ早く医療機関で診察を受けましょう。

【ウイルス性胃腸炎】
ノロウイルスやロタウイルスに感染して、嘔吐や下痢が突然始まる「お腹の風邪」です。
ノロウイルスは1年を通して発生していますが、特に冬に流行。主な感染経路は接触感染と飛沫感染。手指や食品などを介して
口から感染し、腸管で増殖します。ロタウイルスは乳幼児期に多く発症します。予防には手洗いが必須です。

【ＲＳウイルス感染症】
風邪のウイルスの一種、ＲＳウイルス。ほとんどの感染は乳幼児で、気管支炎や肺炎などの症状が現れます。主な感染経路は飛
沫感染と接触感染で、感染力が強く、子供同士の集団発生に気をつけることが必要です。大人は軽い鼻風邪程度で済みます
が、知らないうちに乳幼児にうつしてしまうこともあるので要注意です。

〇冬に流行する感染症

　免疫とは細菌やウイルスから体を守ってくれる防御システムで、自然免疫と獲得免疫の2種類があります。

〇免疫の仕組みについて

身体の中に細菌やウイルスといった病原体が侵入してきた時、その侵入してきた病原体に対して対抗できるよう
に自分を守るものを作って攻撃をします。この病原体のことを抗原と言い、それに対して対抗するものを抗体とい
います。このサイクルによって自然に免疫を獲得できることを自然免疫と言います。

■自然免疫：

同じ種類の抗原がもう一度体内に侵入してきた場合に、すでに記憶されている免疫が活性化されて侵入してきた
抗原を速やかに攻撃して追い払うシステムのことを言います。例えば麻疹や風疹など一度かかると二度とかから
ないといわれる感染症はこの獲得免疫によるものです。

■獲得免疫：

〇ウイルスの感染経路
感染した人の咳やくしゃみのしぶきに含まれるウイルスを吸い込んでしまうことを飛沫感染といいます。■飛沫感染：

ウイルスのついた人の手を触る、ウイルスのついた手で触ったドアノブを触る、など皮膚やモノを介して感染し
てしまうことです。

■接触感染：

ウイルスのついた食べ物（生や加熱の不十分なカキなど）を食べたりすることで感染してしまうことです。■経口感染：
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アザレア site

行 事

9/19 敬老会
個人個人で撮影した写真に、職員からのメッセージを記入したも
のをラミネート加工し、お渡ししました。プレゼントは入浴時に使
用できるバックを。

アザレアでは12の委員会があり、各々の活動をしていま
す。今回は「防災委員会」の活動と「防災訓練」の様子を
紹介します。

「防災委員会」は現在、５名で編成されており、委員長を
中心に年４回の訓練を実施しています。
訓練の内容は、地震発生を想定した訓練、風水害訓練、
設備・機器の説明等、様々な事態を予測し対応出来るよ
う取り組んでいます。

訓練後はアンケートをとり、意見や感想をもとに改善点や
見直しを行い次回にいかせるようにしています。

皆さんおめでとうございます。いつまでも元気で笑顔をみせてく
ださいね。

米寿・卒寿・白寿の
方々には色紙を贈り
ました。

今年は100歳を迎え
る利用者様が２名お
り、内閣総理大臣よ
り表彰を受けました。

美術展出展

第57回高南台地総合美術展
（11/6～12）に今年も出展しました。
クリアファイルに下絵を描き、丸め
たりちぎったりした和紙を貼り付
けたもの・貝殻を貼り付けたものを
数十枚繋げ、最前列はお花紙の菊
を置いています。枠はダンボール
で、アザレアのマークと模様を砕
いた貝殻で飾り付けしています。

レ ク
畑で収穫されたサツマイモが様々に変化しました。      
「焼き芋」を、お天気のいい日にベランダで楽しみました。     

食べるだけでなく、今回は「芋版」を作り「版画」に。

熱々 ホクホク 甘くて美味しいと皆さん笑顔でした。

別の日には「芋天」が登場。
ホックリした芋天は大人気です。

デイ・入所それぞれの作品です。

タイトル：「貝殻と和紙の菊花展」

～作品は現在、玄関に飾っています～

利用者様みんなで作りました。
　　　　　とっても細かい作業ご苦労様でした。
利用者様みんなで作りました。
　　　　　とっても細かい作業ご苦労様でした。

スタッフより

昨年貝殻作品で”新人賞” をもらった
つながりで、今年も貝殻を使用した作品にしてみました。

利用者様DVD
コロナの影響で面会禁止となり、ご家族様がお会いできない状況
が続いています。アザレアでは少しでも利用者様の日々の表情や
ご様子をお伝え出来たらと思い、動画撮影を始めました。わずか
な時間ではありますが、職員がお一人お一人の映像を作成・コメ
ントを入れ、お渡ししています。     

現在、タブレットによるオンライン面会を開
始しています。詳細等は事務所までお問い
合わせください。

既にお渡し
している

ご家族様からは

おばあちゃんの
様子が見れて嬉し
かったです。

歌う動画を
ご覧になった
ご家族様からは

昔から歌うのが
好きな人でした。
こちらでも楽しそうに
歌ってますね。

まだご家族様全員にはお渡し
できていませんが、見ていただいた
ご家族様は喜んでくださってます。

委員会活動/防災委員会
6/18 大規模災害訓練
搬送班・設備処理班・復旧班の３つに分かれ、情報の収集や作
業を行い避難経路を決定し搬送の指示・開始。

7/27 風水害訓練
避難情報（警戒レベルの説明）・水害時の避難先（町内の場
所）・風水害の災害での特徴の説明。搬送。

10/30 防災訓練   
災害時の活動と役割について動きと流れの説明、火災報知器
をはじめとする機器・設備の説明。

災害発生時の職員初動マニュアル・アザレア内での活動と各役割について。

アザレア内外の設備・装置の場所を確認中。
（屋上の設備も同時に）

最後に自動火災報知設備の説明。
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●急性期医療および専門医療の充実
　24時間体制で救急患者を受け入れ、先端の医療を提供します。

●リハビリテーションの充実
　早期より総合的なリハビリテーションを実施し、在宅への復帰をサポートします。

●在宅医療の充実
　在宅関連機関との連携を強化し、総合的な在宅医療を提供します。

●予防医学の充実
　生活習慣病を中心とした予防医学の重要性を広く啓蒙し、また人間ドックを通じて
日常の健康管理にも貢献します。

●患者様サービスの向上
　患者様の権利を尊重し、患者様中心のサービスを提供します。

●医療の連携
　地域の医療機関及び行政機関との連携を密に地域医療・保険・福祉に貢献します。

●職員教育の充実
　医療の進歩に即した技術の取得・向上を目指せる環境を提供し、医療の質の向上に努めます。

くぼかわ病院　基本方針

●個人の尊厳が保たれる権利
　あなたには、人格を持った個人として尊重される権利があります。

●平等で良質な医療を受ける権利
　あなたには、個人的な事情や、病気の違いなどにかかわらず、
　必要かつ最善の医療を平等に受ける権利があります。

●知る権利
　あなたには、治療・処置・検査・手術・薬の副作用など医療の内容、
　回復の見込み、必要な費用などについて、納得がいくまで説明を受ける権利があります。

●自己決定権
　あなたには、納得できるまで説明を受けた後、医師の提案する診療計画などに、
　自分で決定する権利があります。

●プライバシーを保護される権利
　あなたの、医療上の個人情報、およびプライバシーは保護されています。

くぼかわ病院　患者様　権利章典

一　私共は、医療奉仕を喜びとし、常に患者本位の最良の医療最高のサービスを提供するよう心掛ける。
一　私共は相互の信頼と調和を礎に医療を通じ、地域、社会の発展に貢献するよう努力する。
一　私共は仕事を通じ、全従業員及びその家族の幸福が成就するべく努力する。

くぼかわ病院　信条
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ビューティフル三嶺

ごぼうのサンマ巻き季節の料理
作り方

栄養について

材料（2人分）

栄養科

①オーブンを200℃の余熱をかける。
②サンマに塩胡椒で下味をつけ、ごぼうは千切りにする。
③フライパンに油をしき、中火にかけ、温まったらごぼうを
入れしんなりするまで炒め、粗熱を取る。
④ごぼうをサンマで巻き、それをクッキングシートでくるむ。
⑤余熱の終わったオーブンで20分焼く。
⑥Aの材料を小さな鍋にいれ加熱し、煮立ったら、焼きあがったサンマにかけ完成。

ごぼうには便通をよくする食物繊維が豊富に含まれています。また、カリウム、カルシウム、マグネシウムといったミネラルも豊富に含まれている
ため、体の調子を整えてくれます。また、サンマには良質なたんぱく質、DHA、EPAが含まれており、筋肉の保持増進、体力の維持、血中コレステ
ロール値の減少に寄与します。

･･･180ｇ
･･･････････一つまみ

････････少々
･･････････80ｇ

･･････････････小匙1

〈A〉
・砂糖
・みりん
・醤油
・水

････小匙1と1/2
･････小匙1/2
･･････････小匙4

･････････････小匙2

･･･････1/2個・すだち

サンマ２切
塩
こしょう
ごぼう
油

●個人の尊厳が保たれる権利
　あなたには、人格を持った個人として尊重される権利があります。

●平等で良質な医療を受ける権利
　あなたには、個人的な事情や、病気の違いなどにかかわらず、
　必要かつ最善の医療を平等に受ける権利があります。

●知る権利
　あなたには、治療・処置・検査・手術・薬の副作用など医療の内容、
　回復の見込み、必要な費用などについて、納得がいくまで説明を受ける権利があります。

●自己決定権
　あなたには、納得できるまで説明を受けた後、医師の提案する診療計画などに、
　自分で決定する権利があります。

●プライバシーを保護される権利
　あなたの、医療上の個人情報、およびプライバシーは保護されています。

栄養価（1人前）/エネルギー：328kcal　たんぱく質：17.2g　脂質：22.7g　炭水化物：10.8g　塩分：1.8g　食物繊維：2.7g

防災訓練行われる防災訓練行われる
　令和2年11月10日（水）に四万十清流消防署の方を迎え、くぼかわ病院内で夜間（深夜）
を想定した、「通報・初期消火・避難誘導訓練・消火器による消火訓練」が実施されました。
　「深夜に外来当直看護師・警備員仮眠中に地下食堂より出火」という想定で全館に非常
ベルが鳴り、緊張した雰囲気の中始まりました。
　警備員の出火現場の確認、全館への放送、外来看護師と警備員の初期消火、また各病
棟看護師による入院患者様の避難誘導など、マニュアルの確認と実際の行動を確認するこ
とが出来ました。
　この後、参加者による消火器による消火訓練も行われました。日常ではほとんど使用する事のない消火器を手に持ち、緊張感を持っ
て取り組むことが出来ました。
　いつ消火が必要な状況になるか分かりませんし、突然のことでパニックになってしまうこともあるので、機会のある度に今回のような訓
練を受けておく事は大切であると感じました。
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歩
行
者
天
国

●
冬
至
は
1
年
で
最
も
昼
が
短

く
、夜
が
長
い
日
で
す
。ま
た
、

か
ぼ
ち
ゃ
を
食
べ
、柚
子
湯
に

入
る
日
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。▼
か
ぼ
ち
ゃ
を
食
べ
る
の
は
、

冬
至
を
1
年
の
締
め
く
く
り
の

日
と
と
ら
え
、「
い
ろ
は
に
ほ
へ

と
」の
最
後
に
あ
た
る「
ん
」の

付
く
も
の
を
食
べ
る
の
が
良
い

と
い
う
縁
起
担
ぎ
で
す
。中
で

も
、「
か
ぼ
ち
ゃ（
南
瓜
：
な
ん

き
ん
）」「
人
参
」「
蓮
根
」「
銀

杏
」「
金
柑
」「
寒
天
」「
う
ん

ど
ん（
う
ど
ん
）
」
の
「
ん
」
が

重
な
る
食
べ
物
は
、「
冬
至
の

七
種（
な
な
く
さ
）」と
呼
ば
れ
、

特
に
縁
起
が
良
い
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
。▼一
方
で
冬
至
は
太
陽

の
力
が
一
番
弱
ま
っ
た
日
で
、こ

の
日
を
境
に
再
び
力
が
甦
っ
て

く
る
こ
と
か
ら
、太
陽
が
生
ま

れ
変
わ
る
日
と
と
ら
え
、古
く

か
ら
世
界
各
地
で
冬
至
の
祝
祭

が
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

日
本
や
中
国
で
は
、こ
の
日
は

陰
の
極
み
で
、翌
日
か
ら
再
び

陽
に
か
え
る
と
考
え
ら
れ
て
き

ま
し
た
。そ
れ
を
「
一
陽
来
復
」

と
い
い
、こ
の
日
を
境
に
運
が

向
く
と
さ
れ
て
い
ま
す
。▼

2
0
2
0
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
で
ど
こ
も
大
変
な
1
年
と
な

り
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
ど
こ

で
も
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
日
常
に

戻
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、日
本
で
も
2
月
頃
よ
り
始

ま
っ
た
C
O
V
I
D‐19
コ
ロ
ナ
感
染
に
始
ま
り
、最
大
の
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
延
期
と
な
り
、暗
い
ニュ
ー
ス

が
多
か
っ
た
一年
で
し
た
。経
済
と
の
両
立
の
た
め
、少
し
ず
つ

日
常
生
活
を
取
り
戻
す
た
め
に
G
o 

t
o 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、こ
れ
に
も
制
限
が
か
か
り
、あ

と
3
週
間
弱
で
新
年
を
迎
え
よ
う
と
い
う
今
日
現
在（
文
章

作
成
中
）に
お
い
て
は
、高
知
で
の
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
過
去
最

高
の
27
人
と
の
ニュ
ー
ス
が
報
道
さ
れ
て
お
り
ま
す
。し
か
し
、

新
年
を
迎
え
る
頃
に
は
な
ん
と
か
皆
様
の
努
力
で
少
し
で
も

こ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク（
世
界
的
大
流
行
）が
制
御
さ
れ
好
転
し

て
い
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　
私
は
お
祈
り
が
大
好
き
な
の
で
、仏
壇
に
神
棚
に
と
毎
日

手
を
合
わ
せ
て
お
り
ま
す
が
、こ
れ
だ
け
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

渡
辺
和
子
さ
ん
の「
置
か
れ
た
場
所
で
咲
き
な
さ
い
」と
い
う

名
著
が
あ
り
ま
す
。過
去
に
何
度
か
手
に
取
っ
た
作
品
で
、こ

の
言
葉
の
本
来
の
内
容
は
、置
か
れ
た
場
所
に
不
平
不
満
を

持
ち
不
幸
に
な
っ
た
り
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

だ
と
私
は
理
解
し
て
い
ま
す
。現
在
の
相
手
は
C
O
V
I
D‐

19
ウ
イ
ル
ス
で
あ
り
、同
じ
意
味
と
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
が
、

現
在
の
環
境
に
負
け
ず
に
な
ん
と
か
新
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル

を
見
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
釈
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。心
に
抱
く
べ
き
力
強
い
言
葉
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。悲
観
的
な
思
い
に
明
け
暮
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で

す
。

　
く
ぼ
か
わ
病
院
で
も「
何
が
で
き
る
か
」を
病
院
の
ス
タ
ッ

フ
全
員
で
模
索
し
て
い
か
け
れ
ば
な
ら
い
と
肝
に
銘
じ
て
お

り
ま
す
。都
会
の
大
病
院
の
よ
う
な
医
療
資
源
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、知
恵
を
凝
ら
し
て
、た
と
え
手
作
り
で
も
コ
ロ
ナ
感
染

予
防
に
努
め
、日
常
診
療
に
欠
陥
が
生
じ
な
い
よ
う
に
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
し
て
、脊
椎
外
科
セ
ン

置
か
れ
た
環
境
で

咲
き
ま
し
ょ
う

　
　

く
ぼ
か
わ
病
院 

脊
椎
外
科
セ
ン
タ
ー
長

                  

副
院
長
　
木
田 

和
伸

タ
ー
で
は
、谷
俊
一名
誉
院
長
の
指
導
の
も
と
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
躍

進
し
た
医
療
を
実
践
し
て
い
き
た
い
と
奮
起
し
て
お
り
ま
す
。

置
か
れ
た
環
境
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、十
分
な
コ
ロ
ナ
対
策

を
行
い
な
が
ら
頚
椎
症
性
脊
髄
症
、腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
や

骨
粗
鬆
症
椎
体
骨
折
な
ど
の
疾
患
は
も
と
よ
り
、診
断
に
難

渋
す
る
よ
う
な
脊
椎
疾
患
に
も
取
り
組
み
慎
重
で
安
全
な

手
術
な
ど
の
治
療
を
行
って
い
く
所
存
で
す
。

　
さ
て
お
き
、こ
の
コ
ロ
ナ
感
染
流
行
と
い
う
環
境
は
、リ
モ

ー
ト（
W
e
b
）会
議
の
仕
組
み
を
確
立
し
、自
宅
で
働
け
る

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
な
る
社
会
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。こ

れ
ら
は
コ
ロ
ナ
か
ら
得
た
利
点
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。私
た

ち
個
人
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
は
と
て

も
大
切
で
す
。電
話
で
も
W
e
b
で
も
、何
ら
か
の
手
段
で

ご
家
族
や
ご
友
人
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
く
だ
さ
い
。そ
し

て
こ
の
機
会
に
い
ま
ま
で
連
絡
し
な
か
っ
た
遠
方
の
方
々
と
も

久
し
ぶ
り
に
連
絡
を
取
り
合
って
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

お
う
ち
時
間
を
大
切
に
し
て
、コ
ロ
ナ
流
行
が
も
た
ら
し
た

時
間
を
少
し
で
も
有
意
義
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
2
0
1
4
年
6
月
に
脊
椎
外
科
セ
ン
タ
ー
を
ス
タ
ー
ト
し

今
年
は
8
年
目
に
入
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
手
術
を
中
心
と
す

る
診
療
を
無
事
行
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、当
院

す
べ
て
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。こ
の
場
を
借
り

て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。今
年
私
は
還
暦
を
迎
え

ま
す
が
、心
機
一
転
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
つ
も
り
で
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、新
し
い
1
年
が
は
じ
ま
り
、ま
た
す

ぐ
に
桜
の
季
節
も
や
っ
て
き
ま
す
。ど
う
か
、皆
様
ご
自
愛
い

た
だ
き
、ご
健
康
で
ご
多
幸
な
毎
日
を
お
過
ご
し
さ
れ
る
こ

と
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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岡村 治郎岡村 治郎
川村 久子川村 久子

外来診察予定表

＊眼科診察時間
●午前 9：00～ 午後 4：00　　※月曜日　午後 1：00～ 午後 4：00
●人数制限があります。　受付／午後 3：00まで
●月曜日の診察日は、月 2回ですが不定期なので確認をお願いします。
●第 1土曜日は午前 9：30～診察開始です。

＊産婦人科
●毎週月曜日は午前 11：30までの受付
●第 1・3土曜日は午前 11：00までの受付

＊肝臓専門外来
●午前 9：30～診療となります。

＊リハビリ科
●月～金　午前 9：00～ 10：00　午後 3：30～ 4：00

＊整形外科
●木曜日の川添先生の診察は不定期なので確認をお願いします。
●土曜日の木田先生の診察は不定期なので確認をお願いします。
●人数制限があります。

＊皮膚科診察時間
●月・水・金　午前 9：30～ 午後 4：30
　　　　　　　受付／午前 11：30まで　午後 4：00まで
●火　・　木　午前 9：30～ 午後 12：30　※午後は問い合わせになります。
　　　　　　　受付／午前 11：30まで
　　　　　　　木曜日の診察日は不定期なので確認をお願いします。
●土　曜　日　午前 9：30～ 午後 4：00
　　　　　　　受付／午後 3：00まで　受付人数／ 30人まで

＊耳鼻科診察時間
●午前 9：00～ 午後 4：00　受付／午後 3：00まで

＊循環器内科・神経内科
●予約の方のみの診療となります。
●神経内科は毎月 1回土曜日に診察を行っています。

※全ての診療科の受け付け開始時間は午前 7：30 からになります。
※記載以外の診療時間については午前 9：00 ～ 12：00
　午後 2：00 ～ 5：00 となります。
※ご不明な点は医事課までお問い合わせください。
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流
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川
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岡
村
治
郎

外科

内科（1診）

内科（2診）

内科（3診）

総合診療

肝臓専門外来

循環器科

整形外科(1診）

整形外科(2診）

整形外科(3診）

脳神経外科

乳腺専門外来

泌尿器科

麻酔科
（ペインクリニック）

眼科

皮膚科

耳鼻科

産婦人科

午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後

リハビリ科
午前
午後

月 火 水 木 金 土
濱田

高知大学医学部

高知大学医学部
高知大学医学部

高知大学医学部第1・2  高知大学医学部

高知大学医学部
大阪医科大
大阪医科大
近澤

大西

小松 小松 小松橋田 橋田川添（不定期）

担当医 担当医 担当医担当医 担当医

山﨑 井上（予約のみ） 山﨑井上（予約のみ）
山﨑 井上／深田 山﨑

山﨑（第1・3・5）山﨑／井上

志賀 志賀 志賀志賀

松本（高知大学）梶山（高知大学）
松本（高知大学）梶山（高知大学）

志賀 志賀志賀
志賀（月2回）

高知大学医学部 第1・3  高知大学医学部

志賀（不定期）
中山（月2回） 松下（高知大学） 高知大学医学部 高知大学医学部

松下（高知大学） 高知大学医学部 第1  中山高知大学医学部

近井 近井近井 近井

谷 川添 川添

斉藤 斉藤 斉藤

杉本（月2回）

川添 谷

木田 木田

斉藤

木田(不定期）

大西

濱田

大阪医科大

大阪医科大

近澤
近澤

濱田

森澤
大阪医科大
山田
山田

杉本

濱田

大阪医科大
森澤
森澤

杉本

濱田

大阪医科大

近澤

杉本
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